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　今年のサブテーマは『日本海側北限の古墳文化を探る』。山形県は日本海側では前方後円墳の北限

になります。そんな観点で村山地方の古墳、あるいは古墳時代の遺跡・史跡を巡ってみました。駆け

足の小旅行となってしまいましたが、皆さん充実した一日を過ごされたようです。

平成24年10月13日（土）バスで遺跡を見
に行こう！

バスで遺跡を見
に行こう！

出発前に古墳や、古墳時代についての

予習です。

古墳の副葬品と軌を一にする木製品が

多数出土しました。

２号墳の墳頂にて。東北では最大級の円墳です。
甲冑形埴輪などの形象埴輪が、多数出土してい
ます。山形盆地が一望のもとに見渡せます。

ここで見つかった箱式石棺や環頭太刀などの

副葬品についての解説を聞きました。

発掘現場にて。今年度発掘した古墳時代の遺跡

です。担当調査員の話を聞きました。

資料館の後に古墳時代の復元住居も見学。

中でお昼を食べました。宿泊体験もできます。

菅沢古墳群
すげさわ

史跡　嶋遺跡
しま

古墳時代 遺跡

蔵増宮田遺跡蔵増増宮田
くらぞうみや た

西沼田遺跡公園
にしぬま た

大之越古墳
だい の こし



　500名以上の来場者を迎えることができ、上の写真以外にも、各種の整理作業体験コーナーや特別

収蔵室の公開と収蔵品の解説、スタンプラリーに石器作りの実演など、盛りだくさんの内容で埋文セ

ンターのお仕事を体感していただきました。

埋文祭り 2012埋文祭り 2012

平成24年９月30日(日)

　これまで、山形県埋蔵文化財センターでは、県内に
ある遺跡について、数多くの調査を行ってきました。
　このコーナーで、少しでも県内の遺跡や文化財、考
古学に興味を持っていただければ幸いです。

Q．昨年国宝に指定された『縄文の女神』は、およそ何年前のものと考えられているでしょう？
①約1,500年前　　　②約4,500年前　　　③約15,000年前

前号（第49号）にヒントがあります。答えは次号（第51号）の｢埋文やまがた｣で！

　遺跡（埋蔵文化財）とは「過去の人間活動の痕跡」で、一般的には地下に埋蔵されているもののことです。

集落跡や古墳、貝塚、城館跡など様々な種類があります。

　住居跡や柱を立てるための掘り込みの跡など、地面に残された痕跡のことを「遺構」、そこに残されていた
土器・石器や土偶、金属製品や木製品などのものを、「遺物」と呼びます。全部含めたものが「遺跡」です。
『縄文の女神』は、舟形町の西ノ前遺跡の遺構から発見された、遺物ということになります。

い こう

い せきい ぶつ

今年も人気のまが玉作り、大人も子供も夢中です。

昔風の衣装で記念撮影。

縄文服でも鎧でもお好みで！

　500名以上の来場者を迎えることができ 上の写真以外にも、各種の整理作業体験コーナーや特別き、

国宝『縄文の女神（レプリカ）』

も展示しました。

復元作業の体験コーナーでは、本物の土器に触れて

いただきました。
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　裏表紙の50号記念コーナーを編集していて、山
形鋳物の実物大｢縄文の女神｣の存在をはじめて知

りました。いくらぐらいで買えるのでしょうか？

「ちょっと欲しいかも……」と、うっかり思って

しまった筆者でした。

「埋文やまがた」の購読について

広報誌「埋文やまがた」購読ご希望の方は、当
センターまで電話にてお問い合わせ下さい。
なお、郵送料はご負担いただきます。

電話 023（672）5301（代表）

創刊号　1995年３月31日発行
表紙の写真　埋文センター前庭から

　埋文センターは、この前年度の４月、創

刊号発行の約２年前に財団法人として設立

されました。建物は旧山形県立上山農業高

等学校のものを引き継ぎました。

第10号　1998年３月31日発行
表紙の写真　鋳物で造った縄文の女神

　身近に鑑賞できるコレクション(美術品)
をというコンセプトで試作されました。山

形鋳物の普及啓発の意味もあったようで

す。製造法が詳しく紹介されています。

第20号　2001年６月30日発行
表紙の写真　鶴ヶ岡城跡の発掘現場

　今では当たり前になったインターネット

ですが、センターでもこの年からホームペー

ジを開設し、広く情報を発信し始めました。

掲示板なども設置されていました。

第30号　2004年10月31日発行
表紙の写真　亀ヶ崎城跡調査説明会

　この年は、年間で20もの遺跡が発掘調
査され、誌面では５遺跡の概要が紹介され

ています。今も続く｢秘宝館｣のコーナーは、

少し前の28号がスタートです。

第40号　2008年２月29日発行
表紙の写真　発掘調査報告会の様子

　報告会は２日にわたって行われ、1,300名
以上の来場者がありました。現在の発掘調

査速報会と、埋文祭りを合わせたような内

容となっていました。

　山形県埋蔵文化財センターは、

間もなく設立20周年を迎えようと
しています。今年度はこのほかに

も公益財団法人への移行やら、慣

れ親しんだ弁天(旧上農高)からの
引っ越しやら、はたまた前号でも

お伝えした縄文の女神の国宝認定

やらと、記憶に残る出来事が目白

押しの年となりました。

　本誌『埋文やまがた』も、おか

げさまで今号で50号となり、その
記念に創刊号から最新号までのう

ち、キリ番のものを引っぱり出し

て紹介してみました。興味を持た

れた方は当センターのホームペー

ジをご覧下さい。ここで取り上げ

たものに限らず、全号全誌面をご

覧いただくことができます。皆さ

んの記憶に残っているものがあれ

ば幸いです。

編 集 後 記


